
　今別町は青森県津軽半島北端の中央部に位置し、
沿岸部は津軽国定公園に指定されています。その公
園内にある袰月海岸高野崎は、北に北海道、西に龍
飛崎、東に下北半島が一望でき、まさに絶景の地と
言えます。岬の先端にある灯台から海へ下りる階段
を進むと、青い海に映える真っ赤な橋があり、その
先の岩場では磯遊びや釣りが楽しめます。

　このような美しい海岸を持つ今別町ですが、内陸
に目を向けると豊かな山林が町の面積の85％を占
めており、特に「町の木」でもあるヒバの林が目立
ちます。この青森ヒバは日本三大美林の一つとして
数えられ、その材は湿気に強く腐りにくい性質を持
ち、さらに消臭効果もある優れた木材として多くの
人に愛されています。

青森県東津軽郡今別町
　また、毎年８月には、町内で荒馬まつりが開催さ
れます。荒馬とは、青森県の無形民俗文化財に指定
されている伝統芸能であり、江戸時代発祥の神事と
伝わる勇壮な踊りです。祭りの時期になると県外か
らも多くの観光客が訪れる中、扇を広げた形の扇ね
ぷたが太鼓や笛の囃子に合わせて町内を練り歩きま
す。なお祭りの期間外でも、「荒馬の里資料館」で
祭りの衣装や山車等の展示を見ることができます。

　平成28年には、新函館北斗～新青森間の北海道
新幹線開業に伴い、奥津軽いまべつ駅も新たに開業
しました。隣接する道の駅いまべつ「半島プラザア
スクル」には観光情報コーナー、売店、食堂などが
併設され、観光の拠点として活用されています。特
に物販コーナーでは、町内で作られた木工品や荒馬
をデザインしたTシャツなどが並べられているほか、
地元で採れた新鮮な魚や野菜が販売されています。
特に、黒毛和牛「いまべつ牛」は絶品です。食堂で
も食べること
ができますの
で、奥津軽へ
観光の際は、
この郷土愛に
あふれた道の
駅を訪れてみ
てはいかがで
しょうか。

お問合せ先：今別町役場産業建設課　Tel.0174-35-3005

  青い海と高野崎（写真：今別町役場提供）

青森ヒバの稚樹   道の駅「半島プラザアスクル」（写真：今別町役場提供）

  熱気あふれる荒馬まつり（写真：今別町役場提供）

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

青森森林管理署
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　仙北市は秋田県の東部に位置し、市の東側は岩手
県と接しています。森林資源が豊富で、市の面積の
６割以上が国有林です。国有林内には秋田駒ケ岳や
田沢湖スキー場、八幡平といった名所が多く、地の
利を生かした観光を展開しています。

　市のほぼ中央にある田沢湖は、水深423.4メート
ルと日本で一番の深さを誇っています。かつては固
有種のクニマスが生息する湖でしたが、酸性化が進
み生息環境が悪化した現在では野生のクニマスを見
ることはできません。湖のほとりにある田沢湖クニ
マス未来館では、山梨県から譲り受けたクニマスを
見ることができます。田沢湖は辰子姫伝説の地とし
ても知られています。若さと美しさを願い、湖の神
となった辰子にまつわる名所が多く、御座石神社や
湖に浮かぶたつこ像など、田沢湖を一周しながら観
光できます。

秋田森林管理署

秋田県仙北市
　市内には多くの温泉があります。湯めぐりが楽し
める乳頭温泉郷や、岩盤浴でも効果が得られる日本
一の強酸性泉の玉川温泉は有名です。中でも大深温
泉は秘湯中の秘湯で、ひなびた温泉の愛好家にはた
まらない風情を漂わせています。お湯につかるだけ
でなく、温泉の蒸気を使って床下を温めたオンドル
小屋があり、ゴザの上で横になるだけで日頃の疲れ
が癒されます。

　仙北市は文化的な景観も優れており、国の重要伝
統的建造物群保存地区に選定された角館武家屋敷の
町並みは、重厚な黒板塀が続く通り沿い６軒の武家
屋敷が公開されています。また、桧木内川沿いには
ソメイヨシノが植えられ、武家屋敷周辺のシダレザ
クラと合わせて、春には桜の名所としても観光客を
集めています。

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

「田沢湖スキー場」

  湖に浮かぶ「たつこ像」

  桧木内川沿いの「ソメイヨシノ」

  強酸性泉「玉川温泉」

お問合せ先：仙北市観光課　Tel:0187-43-3352
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